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１ 研究テーマ    

「保健室におけるコンピュータの活用について」    

 

２ 研究内容 

 これまでに引き続き、コンピュータ(表計算ソフト)を使用して、保健に関する事務処理を行うこ

とにより、保健室の来室児童生徒にゆとりを持って関わる時間の確保及びデータの効率的な活用に

取り組んでいる。 

今年度も総合教育センター情報化推進員の協力により、日本成長学会データ取り込みシートの

バージョンアップを行った。また、学校薬品の注文書シート作成に取り組み、エクセルにおける

マクロの機能について研修を行った。今年度の研究内容は以下のとおりである。  

(1) 「成長学会データ取り込み」処理について健診結果管理の肥満・低身長シ－トの列項目の移

動に対応できるよう入力ブックの列項目を増やすなどシステム内容を一部変更した。 

（図１） 

(2) 「学校薬品の注文書シート」を作成し、検討及び入力方法を習得した。（図２） 

 (3) 「学校薬品の注文書シート」にともない、エクセルにおけるマクロの作成手順の指導を受け、

マクロの機能について研修した。 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題  

(1) 成果 

①  入力ブックの列項目を増やしたことで、肥満・低身長シートについての列項目の移動が可

能になり、肥満傾向や低身長の児童生徒を容易に発見でき、該当児童生徒の健康相談の資料作

成の時間が短縮されるようになった。 

② 学校薬品の注文書シートを作成したことにより、薬品の管理がしやすくなり、エクセルにお

けるマクロの作成についても研修することができた。 

(2) 課題 

① 自校で「ほけん室のシステム」を使いこなせるスキルを身に付け、児童生徒の健康管理に

活かしたい。また、他校でも活用できるよう、マニュアルを作成していく必要がある。 

② 総合教育センター情報化推進員の協力により、マクロの作成について研修することができ

た。来室する児童生徒との時間の確保のため、今後もコンピュータを活用し、保健室事務処理

を効率よく進めるために研修を積んでいきたい。 

 

保健室コンピュータ活用グループ研究会 

 

   グループ員：中谷 孝子 （緑丘小学校）   篠﨑 葉子 （瑞穂小学校） 

   升井 嘉澄 （花里小学校）   高吉 有紀子（鈴原小学校） 

大西 郁美 （池尻小学校）   松田 弥生 （鴻池小学校） 

田中 淑子 （北中学校） 

                              担当指導主事：増田 朋之  
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